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特別損失の計上及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

2013 年２月期（2012 年２月 21 日～2013 年２月 28 日）において、下記の特別損失の計上を行うとと

もに、2012 年９月 27 日に公表いたしました 2013 年２月期通期業績（非連結）予想を下記のとおり修

正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

１． 特別損失の計上について 

「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、一部店舗等の固定資産について、収益性の低下等に

よる減損の兆候が認められたため、減損損失１５億３８百万円を、また、当社の関係会社に対する

株式の実質価額が低下していることに鑑み、関係会社株式評価損１億円を特別損失に計上する見込

みです。 

 

２．2013年２月期非連結業績予想数値の修正（2012年２月21日～2013年２月28日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり

当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想 （A） 110,000 1,200 1,400 500 14 42

今回修正予想 （B） 112,000 1,030 1,520 △500 △14 42

増  減  額 （B-A） 2,000 △170 120 △1,000 － 

増 減 率 （％）  1.8% △14.2% 8.6% － － 

(ご参考) 

前期実績 

2012 年 2 月期 

105,649 2,107 2,475 177 5 13

   

３．修正の理由 

当事業年度においては、消費行動の抑制傾向が続き、価格競争を含む企業間競争の激化や特に前

半の季節品の需要低迷等から、総じて厳しい状況が続いております。このようななか、当社は、既

存店においては調剤併設化の推進、営業時間の延長、食品ゾーンの強化を進め、一方、成長へ向け

て新規出店や大型改装を加速させてまいりました。 

特に下期には、既存店の売上高前年比が好転し、また、調剤部門の売上高が引き続き好調に推移

しました。出店、改装等を進めたこともあり、営業利益は計画に及ばなかったものの、売上高、経

常利益はともに前回発表した予想を上回る見込みとなりました。しかしながら、上記のとおり固定

資産の減損損失等をはじめとする特別損失１６億円強を計上する見込みとなったことから、５億円



の当期純損失となる見通しになりました。 

なお、期末配当につきましては、期初に発表したとおり１株当たり４円を予定しております。 

 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績等は今後の様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。また、当

事業年度より決算日を従来の２月２０日から２月末日に変更したため、前期実績は参考値として

ご覧ください。 

以 上 


